
〈目的〉

時間 単元名・講義内容 講師 場所

９：３０～１０：００ 受付

１０：００～１０：１５ オリエンテーション

講義１：高齢者虐待の現状と課題　（６０分）

１１：２０～１２：２０ 〈昼食〉

講義２：介護現場における高齢者の権利擁護　（１２０分）

講義３：介護現場のストレスマネジメント　（９０分）

１６：００～１６：１０ 事務連絡

〈ねらい〉
介護者がストレスをため込まないようにし、ストレスと上手く付き合うことで、虐待や不適
切ケアの防止につとめ、質の高いケアに繋げる。

ぐんま男女共同参画センター
４階大研修室
（予定）

平成29年度権利擁護推進員養成研修カリキュラム

　介護保険施設等の施設長、介護主任等、施設内において指導的立場にある者を対象とし、講義・演習・自施設実習を通じて、高齢者虐待防止法の趣旨の
理解、虐待防止の未然防止や早期発見に向けた取り組み及び利用者の権利擁護の視点に立った介護に関する実践的手法を修得させることにより、介護現
場での権利擁護のための取組を指導する人材を養成する。

１２：２０～１４：２０
NPO法人権利擁護
ネットはあとらんど
須藤　ゆり子

〈ねらい〉
高齢者の権利擁護とはどのようなことかを学び、介護現場における権利擁護の実際につ
いて学びを深める。また、認知症と権利擁護について理解する。

研修1日目　【A・B合同】　：　平成29年11月8日（水）

１０：２０～１１：２０
群馬県社会福祉士会
会長　滝澤　俊幸

学校法人未来学園
佐野　雪江

１４：３０～１６：００

〈ねらい〉
高齢者の虐待防止法について理解し、群馬県における高齢者虐待防止法の対応状況を
踏まえた、介護現場における高齢者虐待の現状と未然防止、早期発見に向けた対策に
ついて理解する。



時間 単元名・講義内容 講師 場所

９：３０～１０：００ 受付

講義４：高齢者虐待と身体拘束　（１２０分）

１２：００～１３：００ 〈昼食〉

講義５：職場実習の課題の明確化　（１５０分）

体験発表：昨年度修了者による職場実習の体験発表

時間 単元名・講義内容 講師 場所

９：３０～１０：００ 受付

１０：００～１０：２０ 報告会オリエンテーション

自施設実習の報告会（グループ内発表・意見交換）

１２：００～１３：００ 〈昼食〉

自施設実習の報告会（全体発表・意見交換）

１５：４０～１６：００ 修了式

一般社団法人認知症予防
＆サポート研究所アンクル

河村　俊一
（体験発表：2名）

ぐんま男女共同参画センター
４階大研修室
（予定）

〈ねらい〉
権利擁護に関する課題解決の考え方を学ぶ。また、本研修で学んだ知識や考え方を踏
まえ、自施設における権利擁護に関する課題を整理し、自施設実習の企画を立案する。

研修2日目　【A】　：　平成29年11月14日（火）　　　　【B】　：　平成29年11月15日（水）

ぐんま男女共同参画センター
４階大研修室
（予定）

〈ねらい〉
高齢者虐待と身体拘束の関係について理解する。身体拘束廃止の取組について学び、
意見交換を通じて自施設の現状分析を行い、課題整理を行う。
事例を基に不適切なケアが生じた背景について理解し、改善策を検討する。

１０：００～１２：００
介護老人保健施設

アルボース
大塚　彰太

１３：００～１５：３０

研修３日目　【A】　：　平成29年12月14日（木）　　　　【B】　：　平成29年12月19日（火）

１０：２０～１２：００
（グループ内発表）

介護高齢課課
〈ねらい〉
実習の成果についてグループ内で報告するとともに、その取り組み過程における気づき
や学び等を共有することで、学びを深める。また、意見交換を行うことで、さらなる取り組
みの向上に繋げる。

〈ねらい〉
全体発表を通じて、取り組み過程における気づきや学び等を共有し、学びを深める。ま
た、意見交換を行うことで、さらなる取り組みの向上に繋げる。

ナーシングホームあい暖
山本　幸男

ファイン高崎
小和田　美晴

１３：００～１５：３０
（全体発表）


